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だろう．その意味で，本業が化学者であ
る著者は最適任者だ．たとえば，英国警
察が初めて指紋を犯人捜査に取入れて成
功を収めたのは1905年のことだが，ホー
ムズはその2年も前に指紋を証拠として
活用している．ホームズの生みの親であ
るドイルが，最新のテクノロジーに目配
りを欠かさなかったことがみてとれる．
もっとも，シリーズ後半の時期になると
ドイルはオカルトに凝り始め，これが作
品の質の低下をもたらしているという指
摘もなされている．
実際，ホームズは「手がけている犯罪

事件より魅力を感じるものは， 化学しか
ない」 というほど化学実験に熱中してい
た．2002年には英国王立化学会が， 架空
の人物としては初めてホームズを特別名
誉会員に選んでいるのも，これを知れば
納得がいく．
だが， このホームズを 「へまな化学者」 

とけなしている人物もいる．SF小説の大
家アイザック・アシモフだ．実はアシモ
フもまた熱心なシャーロッキアンであり， 
また生化学を専門とする大学教員でも
あった人物だ．ドイルとアシモフ，二人
の大作家の対決の行方は，本書を手に取
る読者のお楽しみとしておこう．
本書を読めば， なぜシャーロック・

ホームズがかくも時代を超えて読み継が
れるか，得心がいくことだろう．ファン
ならずとも，おすすめの一冊だ．

 （サイエンスライター　佐藤健太郎）

本書 『科学探偵シャーロック・ホーム
ズ』 も， そうしたシャーロッキアンの情熱
と思い入れが詰め込まれた一冊だ．著者
ジェイムズ・オブライエンは， 米国ミズー
リ州立大学で教鞭をとった傍ら， ホーム
ズ研究にも打ち込んだ人物．また翻訳者
の日暮雅通も， ホームズに関する多くの
訳書・著書をもつ， 筋金入りのシャー
ロッキアンだ．それだけに本書は，ホー
ムズ入門者から名うてのマニアまでを，
十分に満足させること間違いない．
ホームズで有名なのは， わずかな手が

かりをもとに， 細かな観察と明快なロ
ジックで真相を突き止めてみせる，その
推理術だろう．たとえば煙草のパイプ一
本から， 「がっしりした左ききの男で， 歯
がじょうぶで，細かいことを気にせず，
金には困っていないこと，そしてそのパ
イプを大切にしていること」と，その持
ち主の特徴をよどみなく言い当ててみせ
る．その推理の鮮やかな種明かしを聞け
ば，読者はもうホームズのとりこだ．
こうしたホームズの名推理は，モデル

となる人物がいたといわれる．そうした
点も含め，どのようにシャーロック・
ホームズの人物像がつくり上げられて
いったか，本書では過去の研究も引きつ
つ検証がなされている．こうした謎解き
の魅力は，ミステリー好きならずとも引
き込まれずにいられないものだ．
そして本書の特色は， タイトルどおり

科学者としてのホームズに光を当てた点

小説， 漫画， 映画， ドラマなどで， ヒー
ローと名のつく人物は数限りなく生み出
され，その中のごく一部だけが，人気者
として世に名をはせる．ただしその多く
はすぐに忘れ去られ，長く人々の記憶に
刻まれるのはほんの一握りだ．そして，
世代も時代も飛び越え，百年以上にもわ
たって人々を魅了し続ける主人公となる
と，本当にわずかしかない．コナン・ド
イルが生み出した名探偵シャーロック・
ホームズは，その筆頭にあげてよい存在
だろう．
シャーロック・ホームズシリーズの第

一作『緋色の研究』が刊行されたのは
1887年だが， 130年以上を経た現代でも， 
いまだ彼を主人公とした映画やドラマが
つくられ続けている．そのパロディーや
パスティーシュは数え切れぬほどだし，
現代に至るまでミステリーのほとんどは，
何らかの形でホームズシリーズを意識し
て書かれているといってもいいだろう．
これほどまでに深く長く人々を惹きつけ，
大きな影響を与え続ける作品は，ちょっ
と他に類例がない．
というわけで同シリーズには，  “シャー

ロッキアン” とよばれる多くの熱心なファ
ンがいる．彼らは，コナン・ドイルの執
筆したシリーズ60編を “正典” とよび，
この事件は何年何月何日に起こったもの
か，この登場人物の出身地はどこか，な
ぜこのようなセリフを発したのかなど，
微に入り細にわたって研究を続けている．
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